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２.１.１ 『日本語話し言葉コーパス』(略称 CSJ) 
現代の標準日本語話者の自発音声コーパスである（Maekawa et al. 2000, 小磯編 2015）。






の 2 種類、転記単位ごとの音声信号との時間アライメント情報を含む。4.2.1 参照）、短単位
と⻑単位による⼆重形態論情報、節境界ラベル等を提供している。またコアと呼ばれるサブ




 CSJ は 2004 年の一般公開以来、DVD（第 4 刷からは USB メモリ）で頒布されている。
専用の検索系は公開していないが、2011 年には、コア部分のすべてのアノテーションが




















索に対するヒット数が 500 を超える場合は、全検索結果から無作為抽出された 500 サンプ
ルだけが画面に表示される。 
『中納言』は形態論情報を検索するためのウェブインターフェースで、短単位ないし⻑単
























２.１.４ 『日本語歴史コーパス』（略称 CHJ） 
 上代（奈良時代）から近代（明治・大正時代）までの日本語の歴史を通時的に研究するた
めのコーパスである（小木曽 2016）。2012 年より構築済みの部分から公開を開始し、現在
では「平安時代編」（仮名文学 16 作品、約 86 万短単位）・鎌倉時代編Ⅰ説話・随筆（5 作
品、約 71 万短単位）、室町時代編Ⅰ狂言（⻁明本狂言集、約 24 万短単位）、明治・大正編Ⅰ














億語規模のウェブコーパスである。クローリング技術によって、約 1 億 URL の日本語ウェ
ブページを繰り返し収集することで安定してアクセス可能なウェブページを決定した。公





解析の結果をそのまま提供しており、CSJ や BCCWJ のように手作業で修正したサブセット






















2016 年 5 月、第一次データとして 12 言語を⺟語とする海外日本語学習者、国内の教室
環境学習者と自然環境学習者各 15 名、日本語⺟語話者 15 名の計 225 名分を公開した。最
終的には 2020 年春までに学習者 1000 名、日本語⺟語話者 50 名の計 1050 名分のデータ公
開を目指している。 
I-JAS の特徴としては、次の 5 点が挙げられる。(1) 既存のコーパスに比べ、規模が大き
























用する。全体は、全都道府県 224 地点、１地点につき 30 時間程度の談話録音テープよりな




























現代日本語の日常会話を対象とするコーパスで、規模は 200 時間（推定 200 万語相当）
を目指す（小磯ほか 2017）。本コーパスは機関拠点型基幹研究プロジェクト「大規模日常会
話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」（平成 28〜33 年度、リーダー：小磯花絵）にお






















































CSJ と BCCWJ の間にも無視しえない差が生じていたが、現在、『中納言』でオンライン公
























かでは、CSJ と I-JAS で多数のタグセットが利用されており、CJD にも今後種々のタグが付
与される予定である。 












係り受け構造アノテーションは、CSJ と NWJC にだけ付与されている。両者の仕様には
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『梵天』(『国語研日本語ウェブコーパス』検索系) http://bonten.ninjal.ac.jp/  
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